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bythetrars,ofwhich67(77.0%)and85月ies

(97.7%)wererecoveredwithinadrcleof30and

110mfrom thereleasepoint,respectively. How-

ever.becausethedensityoftrapwasnotthesame

foreachtrap-setdistance,thefactstatedabove

dosenotmeanthatmostoEthemarked爪iesre･

maimed within 110m from the releasepainL

Therefore,therecapturerat.:0,100×(num txrof

markeddiescaptured/totalnum t光rOfGlptured

flies),shouldbecomparedforeachdifferentdis-

tance. Therelationbetweenthetrapl∝ation

(xm)andtherecapturerat:o(y%)wasshowed

infollowingfomula:ユogy=-1.4408logI+2･5402･

Considerationmusttx giventothefactthatas

thedistancefrom thereleasepointincreased,the
densityofthemarkeddiesdecreasedremarkably,
wllileveryfewindividualscoulddispersetoarather

remotearea. ThewinddirectionseemedtollaVe

nodetectableinmIenCeOnthemovementof月ies,

whichappearedasifdisperseatrandom. Arange

of300-400m radiusfrom theRybreedingsource

shouldbeconsideredastherecommendeddistance

ofeffective爪ightrangein爪ycontroloperation.

Di8tribtLtionofP32･hbeledSchmdanintheAnericAnCockroach. TetsuoSAITO(Laboratory

ofAppliedEntomolqgy,FacultyofAgriculture,NagoyaUniversity,Anjo,Aichi,Japan)Received

March20,1960. BotytE-Kaguku,25,57,1960(withEnglishr6sum6,64).

ll. ワモンゴキブリにおける P32-Schradanの分布について 斉藤哲夫 (名古屋大学良学部

苦虫学教室) 36.3.20受理

ワモンゴキプ.)成虫に対する P321SChradanの処理薬包や方法をかえて schradanの昆虫体内におけ

る行動を追跡した.脱却背板に塗布処世した schradanは後掛 こ垣も多虫に免郁すろが, 組扱盃虫

当りの薬剤沸皮はそ裂が最も鵡厚であった. そして投与丑を増加するとすべての紐掛 こおける英_Lt

は増加するが, この増加は投与英虫に並行しない. 中詩何件の中枢神経組掛 こおける最少薬充から

schradanそのものよりも鼓い抗 cholinesterase作用を有する 〃schradanN･oXide"が作用してい

るのであろう.

抵抗性の近いゴキプt)の確は弱い椎よりも退かに多くの英虫が胎肪組紙に苛糾 されるために主九ろ

作用点と考える中枢神経組掛 こ到遜する共立が少なくなると考えられる. 苑剤処理方法をかえるこ

とにより薬剤の体内分布様相も変化し, 中枢神経組税への柴柄の難易が殺虫効始の望異をもたらす

ものと考えられる.

Schradanの表皮浸透並びに体内移行,排出は甲な

迅粒代謝等の生理的条件が盃褒な影響をもたらすこ

殺虫剤の昆虫体内への臥 ,組抱への移行ならびに

袋稲及び体外-の排出を明かにすることは,殺虫剤の

作用機構を解明するうえに,きわめて韮変なことであ

る.

近年,放射性同位元宗で按誠を行った殺虫剤をもち

いて,昆虫体内における殺虫剤の行動をしらべた多

くの報告がある.なかでも有機燐殺虫剤については

Roan,Ferllando,Kearnste)は P32-TEPPをもちい

てワモンゴキブリ体内における分布をしらべ,TEPP

の作用点と考えられる中枢神経組粒への薬剤の柴もてが

極めて少ないことを知った.Fernando,Roan,Hea一

rnsT)は P32-parathion.paraoxon,TEPP,TPPP,

TBPP及び diethylorthophosphoricacidを用いて

ワモン3'キプ.)伴内における分布,代謝及び排Rtrをし

らべ,ゴキプ')に対して TEPPの経口詔性が低いの

る物理的あるいは化学的現象.よりもむしろ薬剤の

とを示した.

は緩慢な組抱への移行と迅速な分解により毒物が神経

紐和へ致死虫まで柴だ1するのが困難であるためである

と説明した. Lockau.Liidicke12)は P32-parathion

は処FJ!後急速にワモンゴキプ.)の体外に排継され,体

内紅組では消化管に寂も多く存在することを報EBした.

Acree,Babers,Mitlin1)が P32-dipterex ならびに

DDVPのワモンゴキブリ体内の分布をしらべた結果,̀

いずれの薬剤もゴキプl)の瓢膜を通して容易に吸収さ

れ, dipterexは体内の各組掛 こ一枝に広く分布し.

血紋にも薬剤の分布が証明され,処理20時間後には殆

んどの放射経が消化管に存在するのに反し, DDVP

処理ゴキプ))の血紋中には放射能は認められず,各組

孤にはごくわずかに存在するのみで多くの放射経は心

臓に氾縮され,22時f瑚後には脂肪紐税に多く, 消化

管にはごくわずかに存在するのみであった.このこと
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から彼等は3'キプ')に対して_DDVPが dipterexよ

()ち-宗3性の強いのは神経紐級のcholinesteraseをRIEfu'･

してその生理機能を破壊するのみでなく, DDVPが

心臓の扱能に対して何等かの作用をなすためではなか

ろうかと推察している.Arthur,Casida2)も此等の殺

虫剤弛びにその acetyl誘導体の分布と代謝をしらべ,

ゴキプ.)の中枢神経組級に袋枇する薬塁はいずれもす

くないがその作用機作として考えられる acetylcl10-

1inest9raSeを阻害するに充分な薬免が到達している

ことを示した. また彼等3)は,P32-dimefoxおよび

schradanのゴキプ1)休内の分布並びに代謝をしらべ,

両薬剤ともその体内分布様相は類似しており,Malpi-

ghi氏管と後脚 こ多く災硫すること,ならびに殆んど

が代謝されずにそのままの状態で存在するこきを知っ

た･ 弥富等11'は P32-DFP.のワモンゴキプt)体内に

おける分布を中毒症状の発現を追らてしらべた結果,

DFPがその主たる作用点と考えられる中枢神経組級

に到達する墓は極めて少量であり,消化管特に後脱や

Malpighi氏管に比較的多歪に存在すること, 塗布処

理した DFPが体内に入り,血液によって運搬させる

ことを証明した.Ball,Beck4)は parathionの体内

分布を比色定歪並びに2個休の連結手術を行うことに

よりしらべ,処理された毒物が血故により運搬される

ことを証明した.

本報では P32-schradanをもちいて,ワモンゴキプ

.)体内の薬剤の分布が処理薬袋?増加や処理方法の差

異により如何に変化するか,雌雄抵抗性の差異がこの

薬剤の分布と如何なる関係にあ畠かを明かにするとと

もに, 9Chradanの作用扱楢に重要なる神経組粒の

cholinesterase臣は;と薬剤の作内分布との開院を明か

にするために行った突較結果をのべる.

ご指導を戴いた名古Ei大学段学部弥富喜三教授なら

びに京都大学農学部内田俊郎教挽 河野達郎助教授及

び有益なご助言を戴いた本学兼久防夫助手,種々ご助

力を戴いた本多八郎技官に心からお礼申し上げる.

実 験 材 料

供試したワモンゴキプt) (PertL)Zanetaamericana

L.)は永く東京大学畏学部害虫学研究室において飼育

された系統を譲りうけ,1953年より当教室の250恒温

室内でマウス用固形飼料 MC-5(オリエンタル酵母工

業株式会社製)と茶滑水とをあたえて連続飼育したも

のである.突放には雌雄とも羽化後約30日を経過した

個体を,300恒温室内で24時間水の薮をあたえ飼育し

たものをもちいた.供試虫の平均体重は雌は約 1.5g,

雄は約 1.0gであった.

P32培誠 声Chradan は英国の Amersham Radio･

chemicalCentreで製造されたもので,2.79mc/2.740

g(1956年12月12日)の比放射能を有するものをさら

に 141.8-142.20/3mm で蒸潤精製したものをもち

いた.

実験方法及び結果

A.処理薬畳と体内分布 :供試昆虫は麹を半は切り

とり軽く炭酸ガス麻酔して,第3-4環節の腹部背板

に所定茶毘になるように propyleneglycolで稀釈し

たP32-scllradanを2/Jl塗布し,直径 20cmの金網髄

にいれ,300恒温室に収容し,48時間故,全く正常状

Table1.Amounts ofschradanintheAmericancockroaclltissuesafter topical
applicationtotheIII-ⅠV abdominaltergumatvariousdosages.

Symptoms
Dosage(γ/g)

Brain
Nervecord

.Crop
Gizzerd
Gastriccaecae
Midgut
flindgut
Malpighian tubes
Coxalmuscle
Reproductivesystem
Fatbody
B lood
Outside

TissuesI Normal A ConvulsiontLUIsi9n".｣
250 2500 5000I2500 5000 10GOOI

9
2

6

7

8

1

9

2
5

5

3

3
8

0

0

11

3

29

16

05

9

47

8

82

5

14

1 27

9

43

15

80

7

19

1

1.1 1.5 1.9
2.8 5.4

15.1 17.2
7.9 19.9
17.1 22.4
6.4 22.3

108.3 133.0
16.5 4.7

48.2 154.3
ll.4 64.0
77.6 133.176.8

18.4 19.7 25.1

:ie;uhetSLA dm n.

9

8

0
.
4
.
7

8

6

1

6

61

1
4
1
4
5
8

1425

1
1

1
-10.9 11

8 1.8

2 3.5

7 30.2

4 19.9

2 29.0

1 19.4
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位の個体と疫鱒麻酔状態の個体とをとf)出し,それぞ

れ別々にアルコ-ルで体表を沈粧し,各組抱を解剖摘

itIL (神経索は胴部第1神経球前nは り,邦3神経球

後鵬まで,基節筋肉は･m2,3脱咽の基節筋肉を,也

紋は触角並びに尾薬を切新し0.02ml採取した.他の

紐仏は全組位を摘出した),2-3鏑の10,00'塩殻を加

えて, 500oltit気炉内で灰化し,ガンガーカウンター

(神戸工菜抹式会社製 SC-100A型)によって常法に

従って放射維T._,･さu定し,塗布した schradanの各組応

への移行をしらべた.試料の玉虫はあらかじめ秤正し

たアルミニウム箔に同位に摘出した組弘をとり,折紙

で表面の水分を吸いとり,宙ちに群立した.実験はす

べて3回反配した.その筋架は,第1衣の如くである.

B.処理方法と体内分布 :さきと同じく準僻したワ

モンゴキプ.)成虫蛇について稀釈しない精製 P32-sch･

radanそのままを体玉 1g当()25007の割合で3-

4環郎わ戯面節聞股からBL握内に注射,或いは経口投

ち,戎い訊股に塗布処理して,同様に300に保ち,さ

きと同位に組私の放射経を測定した.結果は･Ei2表に

示す如くである.

Table2. Am ountsofschradaninthemaleAm ericancockroachtissues

aftertreatmentwithP32･schradan25007/gbyvariousmethods.

Treatment

Symptoms

Brain

Nervecord

Crop

Gizzerd

Gastriccaecae

Midgut

Hindgut

Malpigbiantubes

Coxalmuscle

Reproductivesystem

Fatbody

Abdominal
Convulsion

Oraladministration
Nomal Convulsion

Topicalapplicationat
cervicalmembrane
Normal Convulsion

75

0

9

5

9

0

7

4

4

7

4

2

19
.
1

2

4

SQ
2

2

1

4

2

9

8

1

5

2

4

8

0

1

5

9

0

9

9

2

3

3

9

1

1
.
1
.
41
.
31
.
6
.
3
.
19
.
1
.
15
.
12

盟

2

2

1

2

8

5

7

2

5

2

6

2

0
.
1

幻

30

5
.
5
.
19
.
2
.
花

6
.
1

5

8

4

8

0

4

6

1

8

5

3

1

1

1

2

5

6

4

3

6

8

9

1

1

1

3

1

1

7

8

6

9

0

1

4

4

6

9

1

0
.
o

R

9
.
4
.
11
.
15
.
0
.
35
.
4
.
8

C.表皮透過丑及び排出丘 :さきと同様に準臓した

ワモンゴキ′プリ成虫雄に propyleneglycolで稀釈し

た P32-schradanを畔韮 1g当り25007の割合で,

2J̀lづつ同様に脱却背板に塗布し,300に保ち,一定

時間転に2頭づつとり出し,体表を 10mlの cbloro-

form で洗放し, 体表残留物とし, 洗脱後ガラス製

Potter-Elvehjem 型ホモゲナイザーをもちいて Ooで

5mlの水を加え塔砕し,10mlの水でホモゲナイザ-

の磨砕拝を洗い, 10N-苛性ソ-ダ紋を 1.5mi 加え.

等虫の chloi･oform で水冷しつつ3回遠心抽出する.

この cblorofonn抽出紋を合して chlorofom 分配物

とし,残法をケールダ-ル分節瓶に入れ, 3mlの氾

硫酸を加え加熱灰化し,氾アンモニア水を加えて申和

し, Fiske,Subbarow勺)の方法に従い Fiske試薬を

加えて燐敢カルシウムの沈毅を染め,chloroform 非

分配物とし,これらの放射経をnrl定した.そして此等

の合計値を与えた薬袋から差引き体夕はF出最とした.

なお処理役12時l-'tJすると死亡胴体があらわれるために,.

同時にこれ等の旧作をも同様に蕗u定した.またすでに

生活機能を有しない個肘 こついての炎剤の行動を知る

3

8

8

40

20

1台

!

^
!tu
t!
o

!p
t!1

J

OSaB
t21u
331ad

4 8 12 16 20 24
Timeinhour

Fig.1･ Absorptionandexcretionofschradanby
maleAmericancockroachafterabdominalturgum
topicalapplicationwith2500γ/gP32-schradan.-+-Residualontergurn.
-A- Chloroformpartitioningfraction.
-く〉- Waterpartitioningfraction.
-E卜 Absorbedinbody.
-×- Excreta.
･･･--- Deadinsect.

D KilledbyCO皇Suffocatedin2:erOtime.
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ため,あらかじめ炭酸ガスで窒息死亡させた田作を同

様に処理し,24時間後に同様に測定した.得られた結

果を与えた茶毘に対する百分率で示すと節 1回の如く

である.

D.中毒症状発現にともなう Choline8ter88e活性

の測定 :さきと同じく準揃したワモンゴキブリ成虫雄

の脱却背板に propyleneglycolで稀釈した栢製 sch-

radanを体正 1g当り25007塗布処理し,申113症状

の発現をまって各組純をとり出し, 適虫の 1/15M-

燐石盤摂街改(pH7.3)を加え,水冷しつつガラス製

Potter･EIvehjem 型ホモゲナイザーをもちいて酵素紋

を調烈し, 0.004M acetylcholinchloride燐酸塩援

街紋について 370,30分間反応させ,Hesterin9)の方

法により acetyl-cholinesteraseの活性を spectro-

photometertを用いて比色定立するとともに, この節

荒牧の1部をとり,さきに報告したのと同じ方法11)で

ケールダ-ル ･ネスラー法により全室累の比色定立を

行った.結果は茄 3衣に示す如くである.

Table3. Percentagesofacetylcholinesteraseinhibitioninvarioustissuesofmale

Am ericancockroachtopicallytreatedwith 2500r/ischradanonabdominaltergum.

E.殺虫試験 :さきと同じく準備したワモンゴキプ

I)成虫の腹部背板に propyleneglycol で適当氾皮に

稀釈した,あるいはそのままの schiadanを盗布し,

300に保ち,一定時聞毎に死亡個体数を調査すると弟

4表の如くである.

また体虫 1g当り2500γの schradanをさきにの

Table4. DosagemortalitydataofAm ericancockroachtopicallyapplied
withschradanonabdominaltergum.

日 Dosage I pnos･,cobf

Mortality

6hr 18 24 48 72

Table5. TimemortalitydatacfmaleAmericanc〇ckroachbyvarious

treatmentswith25007/gscヽradan.
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べたと同様にワモンゴキプ1)に対して処理方法をかえ 井4衣に持た%=架について Bliss5)の probit法に

･て投与した場合の時間死亡率の開院は郡5誠に示す如 もとずき死亡率の安定した96時間後における敷地につ

くである. いてその有効度を井定すれば･356表の如くである.

Table6･ Resultsofregressionanalysisfordo弘gemortalitydatashownintable4.

RegJ慧Tb(eE_u=;ion I LD-50 l prxoP_ate!ltit;rim

Y=5.002+2.926(X-3.646)

Y=4.742+3.978(X-3.271)

胡16±1･07/g
2170±2.0

0.99>Pr>0.98

0.90>Pr>0.80

考 察
P32-DFPをもちいて同様に処理した結果や,Arthur,

Casidaa)の行った P32ldimefox並びに schradanの

節 1袈に示した実験結果からワモンゴキブリの殿部 ゴキプl)股部末端環節処理の場合とも同じ様相を示す.

背位に染布処理した schradanはその作用点と考えら しかし,この数値はむしろ各組鰍 こおける薬剤の存在

れる脱却神経紫や脳の中枢神経紐私に到達する炎虫は . 虫を示すにすぎない.そこで此等の組桟のうちいずれ

極めてすくなく,消化管のうち特に後脳に多く柴放す の組抱が来剤をより多く柴8.1させ狩るかを見るためそ

ち. このことは, さきに報告した如く, 弥富等11)が の玉虫当りの薬塁を示せば蔚7表の如くである.

Table7. RelativeamountsofP32-schradanintheAm ericancockroachtissuesafter

topicalapplicationtotheIII-IVabdominaltergum atvariousdosages.

Symptoms
Dosage(γ/g)

Brain

Nervecord

Crop
GiZZerd

Gastriccaecae

Midgut

Hindgut

Malpighiantubes
Coxalmuscle

Reproductivesystem

Fatbody

Female H Male
Normal l Convulsion Convulsion

250 2500 5000 I25(氾 5000 10000･lE 250 2500 L2500 5000

0･4r/mg0.7
0.2 0.4

4.1 4.2

0.3 0.3

0.6 1.3

0.5 0.8

0.5 1.7

1.6 1.5

0.2 0.5

0.1 0.2

0.2 0.3

7

5

4

4

4

8

0

5

5

3

3

0

0

6

0

0

0

2

1

0

0

0

5

5

3

3

9

1

1

8

6

1

4

1

1

6

1

1

1

2

0

1

1

0

2

9

5

5

7

3

7

7

5

2

2

1

0

5

0

0

0

1

2

0

0

0

8

8

4

5

6

5

8

0

6

2

2

0

0

4

0

0

0

1

2

0

0

0

5

3

5

1

2

0

5

1

1

1

1

0

0

1

0

0
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0

0

0

0

0

3

2

7

2

4

1

5

3

1

1

1

0

0

1
pO

O

1

0

0

0
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1

0

0

1

1

1

5

1

0

1

0

1

7

5

0

3

6

1

8

5

3

2

2

0

0

2

0

0

1

1

1

0

0

0

ここに得られた結果から比較的多畳の糸剤を操有す

る後脳,月旨肪組綴並びに基節筋肉はごく少宜しか保有

しない中枢神経組私とほぼ同等の炎剤氾鑑であり,そ

難の薬剤存在虫は少ないが調査した内部群宮のうち位

も浪厚に薬剤が氾縮されていることがわかる.そして

処理薬虫の増加にしたがい,また,中お個体は正常胴

体よりも作用点と考えられる中枢神経紐矧 こおける氾

皮が温厚となっている.

第3表に示した如く,schradanで処理して,その

cholinesterase活性を測定するとrP苗症状の進行につ

れてとくに中枢神経糾紙のこの酵弟…が放く阻r-LJtT･されて

ゆく.このことは Metcalf,Marchlt)や Mengle.

Casida13)が各経の他の有機憐殺虫剤 について行った

結果と同じくschradanが昆虫の神経組抱における

acetylcholinesteras3阻苔により死に到らしめること

がうかがえる.そこで,さきに得た申宙個体の腹部神

経矧 こおける最小薬剤温度を組紙の水分からモル汲皮

に政界すると雌では 2.OxlO~3M,雄では 2.1×10~3

M となる.schradanは昆虫体内に入 り, そのまま

では群累阻苔力が弱く,酸化されてその N･oXideに

なり強力な阻害力を発揮することが~0'Brien,Spen-

cerl5',Casida,Chaprnan,Stahmann6)等により報告

されており,いまここに得た存在水星は極めてうすく

此等の結果から見てもゴキプl)中沼個休内において起
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っている強い前菜阻吉は schradanの怒化的活性化物 radanの体内分布の結果につしこて処理英量の体内分布

が関係していることがわかる. 割合を-周明掛 こするため,その投与畳に対する各組

第6表の雌雄による抵抗性の比校を行うと明かに摺 仏における存在薬虫の百分率を計算すると第8表の知

は雄よりも強い抵抗性を有する.第 1表に示したsch- くになる.

Table8. PercentagesofsctlradaninthetissuesoftheAmericancockroach

pertopicallyappliedP]2-schradanatvariousdosages.,

Symptoms
Dosage(r/g)

Brain

Nervecord

Crop

Gizzerd

Gastriccaecae

Midgut.

Hindgut

Malpigbiantubes
Coxalmuscle

Reproductivesystem

Fatbody
Outside

2502500 50002500500010000篭BH ..1歳 2502500JlZC&no%
0.13% 0.02 0.01

0.16 0.03 0.02

･2.99 0.31 0.23

1.09 0.10 0.08

3.79 0.80 0.36

2.51 0.43 0.23

8.75 2.82 1.70

2.56 0.25 0.12

5.81 1.27 0.58

0.88 0.23 0.21

17.52 2.20 1.08

0.67 0.40 0.26

0.03 0.02 0.01

0.05 0.04 0.04

0.32 0.20 0.12

0.19 0.11 0.13

0.13 0.23 0.15

0.27 0.09 0.15

3.11 1.44 0.89

0.32-0.22 0.03

1.45 0.64 1.03

0.36 0.15 0.43

2.05 1.04 0.89

0.49 0.26 0.17

0.12 0.02

0.36 0.05

1.92 0.16

0.68 0.06

2.72 0.17

6.64 0.60

7.48 0.72

0.68 0.04

5.52 0.59

0.64 0.09

5.00 0.23

0.36 0.47

0.03 0.04

0.09 0.07

0.23 0.60

0.14 0.40

0.49 0.58

0.64 0.39

2.43 3.38

0.39 0.21

1.34 1.71
0.20 0.50

0.73 0.89

0.42 0.41

同一処理共立において,作用点と考えられる神経組

綴以外に存在す右薬剤の割合は抵抗性の払い雌が雄に

くらべて殆んどの場合大きい値を示す. (とくに投与

英塁の少ない場合の脂肪紅組の低の差異は大である)･

そして中枢神経組織は殆んどの場合この反対の傾向を

示し.同一投与薬包において,抵抗性の近い雌は雄よ

りも薬剤の存在削合が小さい.HLlrSt10)は高温よりも

低温皮でDDTの殺虫力が強く現われるのはDDTが

その作用点でない脂肪紅組に高温でより多く浴解し,

作用点の神経組弘に到達しないからであろうとしたが,

この説明によく似た現象で,ここにのべた雌雄抵抗性

の差異は schradanがその作用点の神経組弧に到達す

る難易が一つの原因ではないかと考える.

窮2表に示した如く処理方法を変化させると薬剤の

体内分布様相もまた変化して,脱を内注射の場合は,

基節鹿肉が屈も多く,経口投与遊びに致咲塗布ではそ

袋が展も多くなる.第7表と同 じくこの他を組払玉

虫当りの葉虫 (放生)に換算すれば弟9末の如くにな

Table9. RelativeamountsofscbradaninthemaleAmericancockroachtissues

aftertreatmentwith2500㍗/gP32-schradanbyvariousmethods.

Treatment

Symptoms Convulsion器 器 一TJ≡

Oraladministration

Normal I Convulsion

Brain

Nervecord

Crop

Gizzerd

Gastriccaecae

Midgut

Hindgut

Malpigbiantubes

Coxalmuscle

Reproductivesystem

Fattx)dy

2

2

9

9

3

4

6

4

7

3

2

0

0

2

2

1

0

0

0

0

0

0

0

3

4

9

4

3

6

2

1

5

3

1

0

8

2

0

0

0

0

0

0

0

Topicalapplicationat
cervicalmembrane

Normal I Convulsion
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る.

経口投与あるいは斑股塗布処理の場合はさきに説明

したBi部背板独布の場合と同位にそ粥が瓜高配鑑を示

すが,腹綻内注射の場合はその他はむしろ低く,基節

筋肉が瓜も高い汲変を示す.そして作用点である中枢

神経組芯における氾皮は政経内注射が瓜も高く,経口

投与あるいは,F:fi朕塗称 こおいては差只は認められない.

この頃向は節5=Rに示したこれらの男る処理方法によ

る殺虫力の差異と同様な横向を示し,#i剤処理方法の

変化にともない,作用点への薬剤の到達の程変が変化

し,そのために殺虫力に差異を生ずる一つの原因では

ないかと考える.このことはさきに行ったと同じく投

与共益に対する各組仏での薬剤の存在串で示すと第10

-2iの如くになF).とくに中枢神経組矧 こおける仏は著

Table10. PercentagesofschradaninthetissuesoftheAm ericancockroach
per2500T/gP32-Schradantreatedbyvariousmethods.

Treatment

Sym ptoms

Brain

Nervecord

Crop

Gizzerd

Gastriccaecae

Midgut

Hindgut

Malpighiantubes

Coxalmusde

Reproductivesystem

Fatbody

Abdominal
injection

Oraladministration Topicalapplicationat
cervicalmembrane

Nromal IConvulsion

3

3

4

0

6

4

2

2

2

0

2

0

0

3

4

1

4

6

0

4

2

3

0

0

2

0

0

0

0

0

1

0

0

0.06

0.07

4.46

0.51

0.20

0.26

0.58

0.12

1.47

0.34

0.77

しい差異を示す.

つぎに腹部背板に塗布処理した schradanの体内浸

透,分解及び排滑の様相を示した第 1図を見ると,育

部塗布処理した schra中nは急速に体内に吸収され,

21時間後にはその90%以上が体内に入る.昆虫体内に

おいては約6時聞後に最高氾皮に達し,後次鄭 こ体外

に排出され,24時間後には処理弟虫の約80%が排出さ

れる.そして中寿症状が発現するのはこの処理共立で

は体内の共立が最高に達する6時間後よりも,むしろ

遅い処理後12時間してからである (第4袈参照i),こ

のことはさきにのべた如く処理した sctlradanが体内

に浸透し,昆虫の中枢神経紐寿卸こ到達し,その南性化

物 (schradanN-oxide)が cholinesterase阻害を超

し,神経の刺戟伝達械能が阻害されて中寿症状が発現

するための時間的遅れではなかろうか.12時間以後に

発生した申詔死亡個体が紐全個肘 こくらべて体外排出

丑が少なく,体内存在虫が多い.また,予め炭酸ガス

窒息死させた個休の衷皮蛇存虫が24時間後も相当多丑

にあり,体外排出量が極めて少晶である.従来,恐虫

剤の昆虫表蚊透過性については中にその物理性あるい

は化学性のみをもって検討されて来たが,この表皮透

過性は昆虫の生PE;･しつつある状掛 こおける殺虫剤の運

搬あるいは代謝によって大きな彫管を受けていること

は明かである.
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R占mm占

Inthispaper,thewriterdiscussedonthedis-

tributionofschradanin theAmericancockroach

treatedwithP321radiolabeledschradanbydifferent

administrationmethodsanddosages.

Mudlradioactivitywasfoundinthehindgut

(Table1.),butthehighestconcentration(schra-

dan/tissuesweightmg)wasdetectedinthecrop

(Table7.). Itwasshownthatradioactivityim

thetissuesinαeasesina∝ordancewiththedosage

appliedtopically(Table1,7.),butnotsomuch

astheincreaseofdosage(Table8.).

Theminimum concentrationofscbradaninthe

nervecordtoinduceconvulsionofcod(roachwas

about2×10~3M.Thislowconcentrationindicates

that`̀Schradan N-oxide",astrong anticholin-

esteraseagent.mayplayaroletoinhibitthenerve

cord cholinesteraseratherthan does schradan

itself.

Tbefemalecockroachwasmoreresistantthan

themale;itmaybeattributedtothedeceaseof

p〇isonconcentrationatcentralnervoussystem,

duetomuchabsorptionintofemalebodyfat.

Thetoxicityanddistributionpatternofschradan

wereremarkablychangedbythedifferentadmini･

strationmethods(Table2,9,10.). Th占rateof

accumulationoftoxicantinthecentralnervous

systemmaybeanimportantfactorintoxicity.

Scbradanpenetratedveryrapidlythroughthe

abdominaltergum,and93% ofitenteredinto

cockroachin24hrsandinthemeantime80%

exαeted,whileindeadinsect70% ofschradan

wasandonly4% wasexαeted.

Thesedataindicatethatthephysiologicalfactors

maybemuchmoreimportantthanthephysical

andchemicalfactorsfortherateofpenetration

throughthecuticle,distributioninthetissuesand

eliminationofscbradan.

DistributionofP32-18be]edSchr8daninVAriouSInsect8. TetsuoSAtTO(Laboratoryof

AppliedEntomology,FacultyofAgriculture,NagoyaUniversity,Anjo,Aicbi,Japan). Received

March20,1960, Bolyu･Kagaku,25.64,1960(withEnglishrisum6,71).

12. ′各種昆虫に矧 する P3LSChradamの分布について 斉藤哲夫 (名古屋大学良学部苦虫学教

塞)36.3.20 受理

ニカメイガ幼虫, ワモンゴキプD, イエバエ,ツマグ｡ヨコバイ,クロカメムシ並びにクモへリカ

メムシ等の半題目昆虫に対してschradanの腹部塗布は極めて故い殺虫力を示す.感受性および非感

受性昆虫のP32-schradanの表皮透過性や体外排出力には差掛 ま認め難いが,体内における薬剤の分

布様相は差異が認め られた. 感受性昆虫の中枢神経組抱には非感受性のそれよりも多くの薬剤が柴

現した.摘出神経組税についてのschradanの机抱への透過性をしらべると,感受性昆虫の組抱は非

感受性昆虫の組抱よりも透過性が大 きかっI:.そして神経球被膜は schradanやその N･oXideの神

経組轍への浸入の障壁となっていることが証明された.この神経球被膜の透過性はschradanの選択

毒性の主要な原因の一つであると考える.なおschradanの paperchromatography並びにschra-

danN10Xideの分掛 こついても検討した.

浸透殺虫剤とくに schradanは吸収口群を有する昆

虫には故い殺虫力を有するが,岨闇日田を有する昆虫

には殺虫力が低い.

このSChradanの選択毒性の原因について Casida4)

及び Casida,Chapman.Stahmann,Allen3)は昆虫

のcholinesteraLseの schradan活性化代謝物に対する

感受性によるのであろうと述べた. そしてまた Tsu-
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yuki,Statlmann,Casida17)は schradanの勧化的

活性化を精しくしらべ,schradanN-oXideが安定で

酵素阻欝力の低い methylol誘導体並びに mono-de･

mettlylatedschradanに変化することからこの変化が

昆虫体内に於いても起り,抵抗性に差異を生ずるので

はないかと推論している.一万,0'Brien,Spencert2･

13)はこの選択磁性の原因は,諸物の神経組織-の到達


